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1. はじめに
近年，社会全体が「データに基づいて意思決定を行う」，いわゆるデータ駆動型アプローチを前提とする時代へと移行しつつある[1]．情報技術の急速な発展に伴い，人類社会は現在，新たなビッグデータ時代へと移行しつつある[2]．AIやビッグデータ（Big Data）の活用が社会のさまざまな分野で進んでいる．大量のデータを分析し，そこから有用な知識やパターンを発見することは，現代の情報社会において重要な課題となっている．特に，2010年以降，世界全体のデータ生成量は急速に増加しており，2025年には約180ZB（ゼッタバイト）に達すると予測されている[3]．データを広範に収集し，アルゴリズムによって分析することで，有用な知見を得るプロセスである[4]．このようなデータ駆動型社会において，統計学はデータ分析の基礎的学問として重要な役割を果たしている． 
統計学はデータの収集，分析，解釈を通じて現象の背後にある規則性を明らかにする学問であり，機械学習やデータサイエンスの基盤となっている．特にAI分野では，統計的手法を用いたモデル構築や予測分析が広く利用されており，人間の知能を模倣・拡張することを目的とし，データの処理と学習を通じて，知覚，判断，問題解決などの能力を実現する技術である[5]．本研究では，AI時代における統計学の役割を整理するとともに，AI分野における統計学の応用について概観する．さらに，日本と中国のAI教育における統計学の位置づけについて比較しながら考察する．

2. AI時代における統計学
統計学は常に先端技術とともに発展してきた学問であり[6]，古くからデータ分析の基本的手法として用いられてきたが，近年ではその役割はさらに拡大し，データサイエンスの発展を支えるとともに，その信頼性と有効性の向上に寄与していると指摘されている[7]．
さらに，2019年に中国中央テレビ（CCTV）によって行われたインタビューにおいて，華為技術（Huawei）の創業者である任正非は，AIは本質的に統計学であるとの見解を示している[8]．加えて，1980年にアメリカの哲学者Searleは，AIの本質を，数学，統計学および計算機科学に基づいて特定の問題を解決する自己学習システムであると指摘している[9]．
従来の統計学は主に比較的小規模なデータを対象とし，標本から母集団の特性を推定することを目的としていた．しかし，ビッグデータ時代の到来により，データの規模や種類は大きく変化している．テキスト，画像，音声などの非構造化データも分析対象となり，より高度な分析手法が求められるようになった．
AI時代の統計学は，大規模データから有用な情報を抽出し，予測や意思決定に活用することを重視している．例えば，確率モデルや統計的推論は機械学習アルゴリズムの理論的基盤として広く利用されている．また，ベイズ統計や回帰分析などの統計手法は，データからパターンを学習するための重要な方法となっている．以上のように，統計学はAI技術の発展を支える基礎的な学問分野として位置づけられている．特に，機械学習手法と統計学手法は密接に関連しており，多くの代表的な機械学習アルゴリズムは統計学者によって提案されている．例えば，統計学者Breimanが提案した分類・回帰木（CART）やランダムフォレストは機械学習の発展に大きく貢献しており[10][11]，またCortesとVapnikによるサポートベクターマシン（SVM）は「統計的学習」を代表する手法として広く知られている[12]．

3. AI分野における統計学の応用
AI分野では，統計学はアルゴリズム設計やデータ分析の多くの場面で利用されている．例えば，機械学習アルゴリズムの多くは統計的な考え方に基づいて構築されている．ロジスティック回帰やベイズ分類器などは統計的推論を基礎とした代表的な手法である．また，ニューラルネットワークにおいても，誤差関数の最適化やパラメータ推定には統計的手法が用いられている．
さらに，統計学はデータ収集やデータ品質の管理にも重要な役割を果たしている．適切なサンプリング方法やデータ前処理によって，分析結果の信頼性を高めることができる．近年，日本では，様々な用途で利用されているビッグデータを作成する際に有効かつ効率的な照査方法が提案されている[13]．モデル評価の段階では，交差検証や統計的検定などの方法を用いてモデルの性能を評価することが一般的である．統計学が扱うデータは不確実性を伴うものであり，その中にはランダム性による不確実性だけでなく，むしろ曖昧性や非ランダム，あるいは半ランダムな不確実性が多く含まれていると指摘されている[14]．
近年では，単なる相関関係の分析だけでなく，因果関係の解明にも統計学的手法が利用されている．因果推論の研究は，AIシステムがより高度な意思決定を行うための重要な研究分野として注目されている．

4. 中日両国におけるAI教育と統計学の現状
4.1 日本の情報工学教育における統計学
日本では近年，AIやデータサイエンス人材の育成が重要な教育課題として位置づけられている．多くの大学の情報工学系学部では，機械学習やデータ分析の基礎として統計学の教育が重視されている．特に確率論，回帰分析，ベイズ推定などの統計的概念は，機械学習アルゴリズムを理解するための基礎知識として位置づけられている．
例えば，日本の大学では「データサイエンス」や「機械学習」などの授業において，統計学の理論とプログラミングを組み合わせた教育が行われている．学生はPythonなどのプログラミング言語を用いてデータ分析やモデル構築を実践しながら，統計的な考え方を学ぶことが多い．そして，最近，統計学・データサイエンスによる問題解決力を強化するための統計教育教材をいくつか提示する[15]．このように，日本の情報工学教育では，統計学の理論と実践を結びつけた教育が重視されている．
また，日本政府は近年「データ駆動型社会」の実現を目指し，大学教育におけるデータサイエンス教育の推進を進めている．2025年度以降は，学習指導要領の改訂に伴い，小学校段階から統計教育や統計的問題解決を学んだ学生が，大学教育へと進学してくることが見込まれている[16]．そのため，多くの大学でAI教育やデータサイエンス教育のカリキュラムが整備され，統計学はその基礎科目として重要な役割を担っている．

4.2 中国におけるAI・統計教育の実態
中国においても近年，AI分野の急速な発展に伴い，AI教育やデータサイエンス教育が大きく発展している．多くの大学ではAIやビッグデータ関連の学科が新設され，統計学や機械学習に関する教育が強化されている．
中国の大学教育では，数学的基礎やアルゴリズム理論を重視する傾向が強く，線形代数，確率論，統計学などの基礎科目がAI教育の重要な基盤となっている．また，近年では実践的な教育も重視されるようになり，データ分析コンテストやAI開発プロジェクトなどを通じて，学生が実際のデータを扱う機会も増えている．AIを活用した学習ツールにより，学生の自主学習，リアルタイムフィードバック，および動的評価が可能となり，個別最適化された指導が実現されている[17]．同時に，実際のデータセットを導入することで，学生の問題分析能力および問題解決能力の向上が図られている[18]．
例えば，中国では大学生向けのデータ分析コンテストやAIコンペティションが盛んに開催されており，学生が統計学や機械学習の知識を実際の問題解決に応用する機会が多い．このような教育環境は，AI分野の人材育成に大きく貢献していると考えられる．

4.3 中日教育の違いと特徴
日本と中国のAI教育および統計学教育を比較すると，いくつかの特徴的な違いが見られる．まず，日本の教育は比較的体系的であり，統計学の基礎理論と実践的なデータ分析をバランスよく学ぶことが重視されている．また，授業や研究室活動を通じて，学生が実際のデータ分析を経験する機会も多い．
一方，中国の大学では数学的基礎や理論的な学習を重視する傾向が強く，AIアルゴリズムや数理モデルの理解に重点が置かれている．また，コンテストやプロジェクト型学習などを通じて，学生が実践的な能力を高める機会も多い．
このように，中日両国のAI教育にはそれぞれ特徴があり，日本は理論と応用のバランスを重視する教育，中国は数学的基礎と競争的な学習環境を重視する教育という傾向が見られる．両国の教育方法を相互に参考にすることで，より効果的なAI人材育成につながる可能性がある．筆者自身も日本で情報工学を学ぶ留学生として，日本の教育では統計学の基礎を重視しながら実際のデータ分析を経験できる点が特徴的であると感じている．

5. まとめ
本研究では，AI時代における統計学の役割とその応用について概観した．統計学はデータ分析の基盤となる学問であり，機械学習やAIアルゴリズムの発展において重要な役割を果たしている．また，日本の情報工学教育においても，統計学はAI技術を理解するための基礎知識として重視されている．
さらに，本研究では日本と中国におけるAI教育と統計学教育の特徴について比較を行った．その結果，日本では理論と実践のバランスを重視した教育が行われている一方，中国では数学的基礎やアルゴリズム理解を重視する傾向が見られることが明らかになった．このような教育の違いはそれぞれの特徴であり，両国の教育方法を相互に参考にすることで，より効果的なAI人材育成につながる可能性がある．
今後，AI技術の発展に伴い，統計学と機械学習の融合はさらに重要になると考えられる．データの規模や種類が増大する中で，統計学的手法を活用したデータ分析や因果推論の研究は，AIの発展に大きく貢献するであろう．したがって，統計学とAIの関係をより深く理解することは，今後の情報社会において重要な課題である．
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